
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

7基

114.8m

3基係留施設タラップ

3基

7基

118m

3基

7基

114.8m

3基

R9

地域再生計画（地方創生港整備推進交付金）中間評価調書

宮崎県 宮崎県 黒潮が育む漁業と観光を支える港づくり計画

令和４年度～令和９年度

5基

宮崎県県土整備部港湾課長、農政水産部漁業管理課　漁港漁場整備室長

目標１ 道の駅なんごうの利用者数の維持
145,000
人/年

R元
145,000
人/年

×
145,000
人/年

新型コロナウイルスの影響により利用者数は減少したが、徐々に回復傾向にある。
最終目標値に向け、引き続き計画に則した整備を図り、目標達成を目指していく。

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

地域再生計画の目標
基準値 中間目標値

R6

目標２ 出漁回数の維持

目標３ 水中観光船の利用者維持
8,000人

/年
8,000人/

年

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

最終目標値
中間評価

80,516
人/年

R元
8,000人/

年
R6

6,102
人/年

R9

②事業の進捗状況
計画

中間年度
（R6）

15,393m2

×
新型コロナウイルスの影響により利用者数は減少したが、徐々に回復傾向にある。
最終目標値に向け、引き続き計画に則した整備を図り、目標達成を目指していく。

最終実績
見込み

90m

1基

水中観光船の運航に影響を与えないために泊地浚渫を実施予定である。計画期間の延長も視野に入れ、R９年度完成に向け引き続き整備を目指していく。

事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

0m2 15,393m2

係留施設防舷材

0基

0基

0基

1基

係留施設におけるタラップの取付工事を実施。令和5年度完成。

係留施設照明

係留施設防舷材

係留施設コーナー材

係留施設における防弦材の取替工事を実施。令和5年度完成。

係留施設におけるコーナー（縁金物）の取付工事をを実施。令和5年度完成。

5基

特別措置を適用して行う
事業

90m 56.5m

その他の事業

夫婦浦漁港

計画外で独自に実施した
事業

新規就業者総合支援事業 長期研修支援事業

23基

38基

新規就業希望者に対して、漁業に関する知識や漁労技術等を習得させることで、漁業の将来を担う人材の確保・育成を行った（宮崎県漁村活性化推進機構）。

日南海岸伊勢えびまつり
日南海岸伊勢えびまつり実行委員会が
中心となって開催するイベント

伊勢えび漁解禁に合わせて、飲食店にてお得な値段で伊勢えびを提供し、観光客にPRを行った。

特になし
⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法 宮崎県の統計資料を用いるとともに、関係者に対して計画目標の達成状況についてヒアリングを行った。

④中間評価の公表方法 宮崎県ホームページにて公表。

⑤計画全体の総合評価
本地域再生計画では、地方創生港整備推進交付金を活用した地方港湾と第一種、第二種漁港の整備を一体的に行うことにより、漁業就労者の就労環境の改善を図り、牡蠣やワカメといった養殖業への新規参入者を獲得することで、水産業の活性化
を図ることを目的としている。
なお、指標１及び３については、現時点で目標達成の見込みが厳しい状況にあるが、利用者数がコロナ禍以前の水準に戻りつつあるため引き続き地域再生計画の事業展開を図り、目標達成を目指していく。

中間評価結果の反映状況

達成状況

指標
総数

達成
数

経年劣化により、矢板等の損傷が激しいため、施設の延命化のために上部工補修を実施予定である。計画期間の延長も視野に入れ、R8年度完成に向け引き続き整備を目指して
いく。

事業の進捗状況に関する評価

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )

     令和7年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )

　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　　　千円

99回/年 R2 99回/年 R6 82回/年 99回/年 R9 × 引き続き計画に則した整備を図り、目標達成を目指していく。3 0

外浦港

物揚場（-2.0m）

泊地（-4.5m）

浮桟橋

係留施設照明 23基

38基

地質調査を実施したところ当初の想定よりも地盤が軟弱であったため設計に時間を要し、遅れが生じた。計画期間の延長も視野に入れ、R8年度完成に向け引き続き整備を目指し
ていく。

生産が終了した水銀灯からLED照明に取替予定である。計画期間の延長も視野に入れ、R8年度完成に向け引き続き整備を目指していく。

経年劣化により損傷している防舷材の取替を実施予定である。計画期間の延長も視野に入れ、R9年度完成に向け引き続き整備を目指していく。

係留施設における照明施設の改修工事を実施。令和5年度完成。

漁業経営セーフティネット構築事業 燃油高騰対策 燃油の価格が上昇した場合にその影響を緩和するための備えとして、漁業者と国の拠出により補填金を交付するセーフティネットを構築した（宮崎県漁業協同組合連合会）。

日本で唯一ジャカランダの群生地があり、見頃の時期には地域の観光拠点としてPRを行った。ジャカランダまつり
ジャカランダまつり実行委員会が中心
となって開催するイベント


